
教育には「学校教育」と「社会教育」などがあり
ます。このうち社会教育は主に成人を対象とした
ものとされますが、児童生徒にとっても、学校教
育を補完する役割もあるので大切なものです。代
表的施設としては「博物館・美術館」「図書館」
「公民館」があり、今回、私は図書館と公民館に
ついて質問しました。

質問【社会教育における職員の専門性・図書館の
場合】
〈市の回答〉
「図書館司書は、一般職の専門職としての採用は
おこなっておらず、会計年度任用職員として17名
採用。必要な研修等を行い、専門性を高めている。
図書館運営には行政の知識・経験も必要で、一般
職員はゼネラリストとしての人材育成を基本に、
専門的能力の育成にも取り組む」
私は「図書館はスタッフ次第」だと思いますので、
専任の図書館司書を正規の職員として採用するべ
きだと考えます。

質問【社会教育士】
社会教育に関する専門資格として、2020年に
「社会教育士」という称号ができました。住民と
行政の協働を担う社会教育士には①ファシリテー
ション能力、②プレゼンテーション能力、③コー
ディネート能力、の3つが求められています。こ
の社会教育士を公民館に配置していくことは、市
民・ボランティアとの連携、協働という点で非常
に良いと思います。
〈市の回答〉
社会教育士は全公民館に配置を目指していきたい
と考えており、公民館職員を対象に、社会教育士
としての活動ができる講習受講に向けた支援を
行っている。
全ての公民館に社会教育士を配置するとは素晴ら
しい！

質問【社会教育の専門性と政治的中立性】
藤沢市は社会教育について、教育委員会から市長
部局へ所管を移す方針を固めました。しかし、教
育においては「専門性」と「政治的中立性」が大
切なので、市長部局へ移管するのは疑問です。

〈市の回答〉
「人格の完成をめざして行われる教育においては、
その中立性を確保することを必須として、創造的
で人間性豊かな人材を育成するため、学校教育の
みならず、社会のあらゆる場所で教育を享受する
ことができること、所管が変わったとしても、教
育、文化、スポーツの振興など、幅広い分野にわ
たる教育行政が綿々と紡がれるよう、推進してい
く」
教育とは「人格の完成」と「民主的社会の実現」
をめざす息の長い取り組みであり、必ずしも目先
の成果を求めるものではないはずです。ゆえに、
専門家を中心とした教育委員会が所管することに
意味があり、よって、社会教育の市長部局への移
管は制度本来の趣旨にもとる、と私は考えます。

質問【図書館について】
新たな市民会館は【OUR Project＝生活・文化拠
点再整備事業】という複合施設になり、南市民図
書館や市民ギャラリー等が入る計画で、図書館の
運営は民営化する方針が示されています。しかし、
そもそも図書館は無料利用が原則なので民営化は
なじまないと思いますし、各地の定評ある図書館
はほとんどが直営です。
〈市の回答〉
OUR Projectの基本的な考え方として、公民連携
を軸とすることをうたっており、民間企業のノウ
ハウやアイデアを積極的に取り入れることとして
いる。新たな南市民図書館もこの考え方に基づき、
最も適した事業者が担っていく。
新たな南市民図書館は民営化ありき、ということ
だと思いますが、これでは「公民連携」という
「手段が目的化している」と言わざるを得ません。
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◆6月議会の一般質問を終えて
私は今回の質問をするにあたり、
議会事務局経由で総合市民図書館に
レファレンス・サービス(※)を依頼
しました。
40〜50年以上前の市の刊行物、60年前の新聞記
事、市の図書購入費の推移など、多角的に資料を
揃えていただき、大変参考になりました。
用意してもらった資料の中に、【利用日本一は藤
沢市】という1988年7月20日付の日経新聞の記事
がありました。総合市民図書館は1986年に開館し
て以来、日本図書館協会の「優秀建築賞」を受賞、
運営面でも先進的な取組みが評価されました。藤
沢市の図書館はすごい、と注目の的となり、メ
ディアによく取り上げられていたようですが、残
念ながら当時の面影はなくなってしまったと思い
ます。蔵書数、貸出件数、資料購入費など、図書
館の実力を測る指標のランキングについて、総合
館開館後、しばらく藤沢市は各指標で上位にラン
クされていましたが、2000年頃から貸出件数以外
はランキング圏外になっています。この頃から図
書館の予算が減っていき、今の資料購入費はピー
ク時の半分ほどです。（上記グラフ参照）
図書館の決め手は専門性のある職員と充実した資
料、それを担保する予算。
つまり【人、モノ、金】につきる、ということか
と思います。そして私が残念なのは、不十分な予
算や職員配置の結果、市やボランティア、市民み

んなで図書館の将来を考えよう、という
ことが無いまま「民間からの提案に期待
する」という姿勢です。引き続き、図書
館民営化の見直しと、専門職員の採用と
配置、そして十分な予算配分を求めてい
きます。

※レファレンス・サービスとは
調べもののお手伝いをするサービスのことです。資料・情報
に関する相談や質問に応じます。総合市民図書館の調査研究
室では、辞典・年鑑・白書などの参考図書や藤沢・神奈川に
関する地域資料を常置しており、職員が調査・研究の援助を
します（藤沢市総合市民図書館HPより）
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6/16田んぼのｼﾞｬﾝﾎﾞﾀﾆｼ駆除にて

5/24八戸ブックセンターの
「カンヅメブース」にて
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